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	応用
	抗原情報
	背景
	ジアシルグリセロールキナーゼη（DGKH）ホモサピエンス この遺伝子は、ジアシルグリセロールキナーゼ（DGK）酵素ファミリーのメンバーをコードする。このファミリーのメンバーは、細胞内ジアシルグリセロールおよびホスファチジン酸濃度の調節に関与する。この遺伝子の変異は双極性障害と関連付けられている。選択的スプライシングによる転写バリアントが同定されている。[RefSeq提供、2014年7月],触媒活性：ATP + 1,2-ジアシルグリセロール = ADP + 1,2-ジアシル-sn-グリセロール3-リン酸。,機能：ジアシルグリセロール（DAG）をリン酸化してホスファチジン酸（PA）を生成する。,PTM：リン酸化;触媒活性を阻害しません。,類似性:真核生物のジアシルグリセロールキナーゼファミリーに属します。,類似性:DAGKcドメインを1つ含みます。,類似性:PHドメインを1つ含みます。,類似性:SAM(無菌アルファモチーフ)ドメインを1つ含みます。,類似性:ホルボールエステル/DAG型ジンクフィンガーを2つ含みます。,細胞内局在:ストレス刺激に応答して細胞質からエンドソームに移行します。アイソフォーム2はストレス刺激が除去されると速やかに細胞質に戻りますが、アイソフォーム1は持続的なエンドソームへの結合を示します。,サブユニット:アイソフォーム1はSAMドメインを介してホモオリゴマーを形成します。アイソフォーム1は、SAMドメインを含むDGKDアイソフォームとヘテロオリゴマーを形成することもできます。アイソフォーム1のオリゴマー化は、その触媒活性を阻害する。,組織特異性：アイソフォーム2は普遍的に発現する。アイソフォーム1は精巣、腎臓、結腸でのみ発現する。,
	研究分野
	グリセロ脂質代謝;グリセロリン脂質代謝;ホスファチジルイノシトールシグナル伝達系;
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	DGKH抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	DGKH抗体を用いたパラフィン包埋ヒト大腸癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。

